
平成29年７月25日発行（毎月6回1、5、11、15、21、25日の発行）ＯＴＫ通巻第5040号 昭和51年9月7日 第三種郵便物認可

発
行
所

大
阪
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
五
三
〇
―
〇
〇
五
四

大
阪
市
北
区
南
森
町
二
ー
三
ー
二
〇
ー
五
〇
五

定
価
五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

編
集
・
責
任
者

（

事
務
局

）
〒
５
４
５
ー
０
０
２
１

大

阪

市

阿

倍

野

区

阪

南

町

５

ー

１

５

ー

２

８

育
徳
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

０

６

ー

６

６

２

４

ー

２

５

５

５

Ｆ

Ａ

Ｘ

０

６

ー

６

６

２

４

ー

２

５

５

６

山

村

寿

子

郵
便
振
替
口
座
０
０
９
３
０
ー
９
ー
６
９
５
９
８

大

阪

府

重

症

心

身

障

害

児

・

者

を

支

え

る

会

編

集

後

記

平
成
六
年
（
１
９
９
４
年
）
十
一
月
に
全
国
重
症

心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
大
阪
支
部
と
し
て

当
会
が
発
足
し
、
機
関
紙
「
支
え
る
」
の
創
刊
を

致
し
ま
し
た
。
こ
の
度
、
二
十
三
年
の
年
月
を
数
え

第
１
０
０
号
を
発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
重
い
障
害
を
も
つ
本
人
や
親
・

家
族
の
悲
痛
な
思
い
に
共
感
し
、
お
力
添
え
下
さ
い

ま
し
た
、
た
く
さ
ん
の
皆
様
方
の
お
陰
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
我
々
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
も
つ
本
人

や
家
族
の
思
い
を
１
０
１
号
、
１
０
２
号
…
と
発
信

し
続
け
る
こ
と
で
重
い
障
害
の
人
た
ち
が
、
一
人
も

も
れ
な
く
守
ら
れ
る
よ
う
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
関
係
各
方
面
の
皆
様

方
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

委

員

一

同

予告

全国重症心身障害児（者）を守る会

近畿ブロック専門部会議開催のご案内

日 時：平成２９年８月２０日（日） 13：00～16：00

場 所：ホテルビナリオ嵯峨嵐山 ２階・３階

京都市右京区嵯峨天龍寺広道町３番地４（Ｔ．075－871－9711）

内 容：４専門部会に分かれてテーマを討議、最後に全体会で部会長がまとめ報告他

・重症児施設部会 ・在宅部会

・国立施設部会 ・母親部会

◎ 参加費： 無 料

◎ 参加希望の方は、事務局までお問い合せ下さい。

大阪府重症心身障害児・者を支える会事務局

TEL：０６－６６２４－２５５５
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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則

Ｎｏ．100

ＯＴＫ
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児
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心

身

障
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児

（
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を

守

る

会

大

阪

支

部

交流会・意見交換会 ～重症児者の暮らしの質を考える～ 参加報告

テーマ「本当に求める後見とは」

2017年6月13日（火）、第24回定期総会に引き続き、「本当に求める後見とは」をテー

マに交流会・意見交換会が開催されました。進行役は支える会運営委員・フェニックス

家族の会会長の平野さんでした。難しいテーマでしたが、上手にリードしてくださりあ

りがとうございました。以下、参加報告です。

会場には「成年後見」を体験している人も、そうでない人もおられ、様々な発言と心

情の吐露がありました。それは重い障害の子に寄り添い生命と暮らしを必死に支えなが

ら、現場で日々生き抜いている生身の人間の声でした。肉声の背景に重く沈んでいる共

通の不安を感じました。

次の頁につづく
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家族が本当に求める後見とは「成年後見」とイコールではないだろうと思います。「重症児者の暮らし

の質」を支える様々な制度の一つが成年後見です。現実にあるのは決して万能な制度ではないし、完璧な

ものでもありません。足らざる所は補い、修正していく努力が必要だと思います。

言うまでもないことですが、重症児者は決して自己表現ができない存在ではありません。喜怒哀楽の感

情を、人間関係のなかの機微を感じとる力を持っています。ネガティブな世間のまなざしを感じながら、

本人（子ども）も、親も、兄弟姉妹も力を合わせて懸命に生きてきました。それぞれの想いを大切にしな

がら、人間らしく「共に生きる」道を探りたいものです。

成年後見は子どもの財産管理（障害基礎年金・・・）や様々な契約（施設入所、入院・・・）、手続き

（福祉サービスの利用・・・）等の法的な事柄に限られています。身上監護という言葉もありますが、実

際的なケアは親族が担うことになっています。日常的な医療行為や終末期の治療などの際の「医療同意」

は親族に求められます。後見は子ども（被後見人）の死で終了し、後の葬儀などは残された親族に託され

ます。

★「明日、後見の申込にいく。施設入所の条件になっている・・・」

★「私たちがいなくなったら第三者後見で・・・。命をつないでほしい」

★「後見をきょうだいに移行。身上監護にどこまで関われるのか心配・・・」

★「きょうだいに後見人になってほしいとは思っていない。施設の職員にお願いしたいが利益相反に・・・」

★「家裁への報告も年に一回はあり、後見事務は結構煩雑・・・」

★「認知症の人が増えており、後見人のなり手が少なくなっている・・・」

★「在宅でも自己負担分が大きくなってきたら、後見を求められるかもしれない」

★「医療同意で悩む・・・。また、夫の死を受けて相続で苦労した」

親が病気になる。老いてしまい子どもの世話ができなくなる。自分自身の暮らしもままならなくなる。

先に亡くなってしまう。これは生身の人間である以上誰にも避けることはできません。そして、残された

重症の子どもの暮らしが心配、親がいなくなっても〝生き生き〟と生き延びていけるのだろうか・・・と

いう不安が溜まっていきます。

★「後見のことはよく分からないが、その時になってうろたえないようにいろんな知識を学びたい」

★「後見よりも親亡き後、息子の生活の場、グループホーム、医療のことが気にかかる」

★「子どもが生き生きと暮らせる後見を・・・」

★「自分自身の老い。子どものために今のうちにできることは何だろうかと考えている、自分の任意

後見も・・・」

（Ｍ・Ｍ）

前の頁のつづき
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本
年
度
に
お
い
て
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
関

す
る
法
律
」
（
障
害
者
差
別
解
消
法
）
が
施
行
さ
れ
た
が
、
重

度
の
障
害
を
持
つ
方
々
が
地
域
に
お
い
て
「
普
通
」
に
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
か
ど
う
か
の
答
え
は
、
今

後
の
施
策
の
あ
り
方
を
含
め
て
注
意
深
く
見
守
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
検
討
を
行
う
と
し
た
会
組
織
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
重
要
課
題
と
し
て
今
後
継
続
し
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
相
談
支
援
等
の
会
員
に
対
す
る
直
接
的
な
支
援
の
強

化
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
、
実

施
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
以
下
の
よ
う
な

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

１
．
会
員
の
拡
大
の
た
め
の
事
業

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

＊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
等
を

開
催

＊
会
組
織
に
関
す
る
会
議
を
開
催

２
．
講
演
会
・
研
修
会

＊
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
テ
ー
ジ
Ⅲ

<

協
力>

・
講

演

『
医
療
と
福
祉
の
連
携
の
た
め
の
実
践
と
展
望
』

〜

横
浜
市
多
機
能
型
拠
点
の
実
践
を
通
し
て

〜

『
大
阪
府
ケ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
の
実
践
と
展
望
』

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
か
ら
実
践
へ
』

・
講

演

『
連
携
の
強
化
に
向
け
て
』

〜

脳
性
麻
痺
の
二
次
障
害
へ
の
取
組
に
つ
い
て

〜

[

於
：
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

タ
ワ
ー
Ｃ
：
北
館
８
Ｆ]

平
成
二
八
年
六
月
一
二
日

＊
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

『
障
害
児
者
を
と
り
ま
く
制
度
に
つ
い
て
』

〜

障
害
者
総
合
支
援
法
の
見
直
し
等
を
通
じ
て

〜

関
西
福
祉
科
学
大
学

准
教
授

立
花

直
樹

氏

﹇
於
：
早
川
福
祉
会
館

４
Ｆ
（
ホ
ー
ル
）
﹈

平
成
二
九
年
三
月
一
四
日

３
．
研
究
等
に
関
す
る
事
業

＊
施
設
見
学

『
ケ
ア
ホ
ー
ム
え
ま
い
』

社
会
福
祉
法
人

び
わ
こ
学
園

滋
賀
県
野
洲
市

平
成
二
八
年
一
一
月
二
二
日

４
．
交
流
事
業

＊
交
流
会
・
意
見
交
換
会

〜

み
ん
な
で
語
ろ
う

〜

『
重
症
心
身
障
害
児
者
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
』

﹇
於
：
早
川
福
祉
会
館

４
Ｆ
（
ホ
ー
ル
）
﹈

平
成
二
八
年
六
月
一
七
日

＊
重
症
児
者
の
一
泊
旅
行

『
和
歌
山
、
白
浜
・
串
本
』

平
成
二
八
年
一
〇
月
二
二
〜
二
三
日

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

﹇
於
：
早
川
福
祉
会
館

４
Ｆ
（
ホ
ー
ル
）
﹈

平
成
二
八
年
一
二
月
一
七
日

５
．
啓
発
事
業

＊
大
阪
府
及
び
各
市
町
村
と
の
懇
談
会

＊
Ｏ
Ｄ
Ｆ
、
Ｓ
Ｄ
Ｆ
へ
の
参
加
、
協
力

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
連
絡
協
議
会
へ
の
参
加

＊
「
地
域
に
広
が
れ
！
医
療
的
ケ
ア
」
連
絡
会
協
力

＊
「
重
症
心
身
障
が
い
児
者
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
」

参
加

＊
「
重
症
児
者
の
拠
点
作
り
の
会
」
（
北
摂
）
協
力

＊
「
大
阪
き
ょ
う
だ
い
の
会
」
例
会
、
セ
ミ
ナ
ー
周
知
協
力

６
．
機
関
紙
の
発
刊

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
を
年
間
計
３
回
発
行

月
別
活
動
報
告

平
成
二
八
年
四
月

＊
運
営
委
員
会

(

八
日)

＊
大
阪
府
・
大
阪
市
と
の
懇
談

(

一
五
日)

五
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
三
日)

六
月

＊
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
テ
ー
ジ
Ⅲ

協
力

(

一
二
日)

＊
第
二
三
回
定
期
総
会
、
交
流
会
・
意
見
交
換
会

(

一
七
日)

＊
兄
弟
・
姉
妹
の
会
参
加

(

二
六
日)

七
月

＊
運
営
委
員
会

(

八
日)

八
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
九
日)

平
成
二
八
年
度
事
業
報
告

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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九
月

＊
大
阪
市
と
の
懇
談
会

(

二
日)

＊
運
営
委
員
会

(

九
日)

＊
正
・
副
会
長
会
議

(

九
日)

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
九
六
号
発
行

(

二
五
日)

＊
大
阪
府
「
重
症
心
身
障
が
い
児(

者)

の
地
域
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
」

〜
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

等
体
験
会
の
お
知
ら
せ
〜

周
知
協
力

一
〇
月＊

運
営
委
員
会

(

一
四
日)

＊
重
症
児
者
の
一
泊
旅
行

(

二
二
日
・
二
三
日)

﹇
和
歌
山
、
白
浜
・
串
本
﹈

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
連
絡
協
議
会
参
加

(

二
九
日)

一
一
月＊

大
阪
府
と
の
懇
談
会

(

八
日)

＊
会
組
織
に
関
す
る
検
討
会
開
催

(

一
一
日)

＊
運
営
委
員
会

(

一
一
日)

＊
び
わ
こ
学
園
「
ケ
ア
ホ
ー
ム
え
ま
い
」
施
設
見
学

(

二
二
日)

[

滋
賀
県
野
洲
市]

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
九
七
号
発
行

(

二
五
日)

＊
バ
ク
バ
ク
の
会

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

後
援
名
義
協
力

一
二
月＊

運
営
委
員
会

(

九
日)

＊
正
・
副
会
長
会
議

(

九
日)

＊
大
阪
障
害
フ
ォ
ー
ラ
ム
緊
急
集
合
参
加

(

一
五
日)

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

(

一
七
日
）
﹇
早
川
福
祉
会
館
﹈

平
成
二
九
年
一
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
三
日)

二
月

＊
大
阪
市
障
害
者
施
策
推
進
協
議
会
計
画
策
定
・

推
進
部
会

（
六
日
）

＊
運
営
委
員
会

(

一
〇
日)

＊
小
児
在
宅
医
療
推
進
の
た
め
の
会

(

一
〇
日)

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
九
八
号
発
行

(

一
五
日)

＊
大
阪
市
地
域
生
活
支
援
拠
点
あ
り
方
検
討
会

(

二
二
日)

三
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
〇
日)

＊
正
・
副
会
長
会
議

(

一
〇
日)

＊
「
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

(

一
四
日)

﹇
早
川
福
祉
会
館
﹈

＊
大
阪
ゆ
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
例
会
参
加

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
御
礼
）

(

二
一
日)

守
る
会
関
係

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
八
年

四
月

二
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

平
成
二
八
年

七
月

二
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

平
成
二
八
年
一
〇
月

一
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

平
成
二
九
年

二
月
一
三
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

全
国
大
会

第
五
三
回
記
念
大
会

平
成
二
八
年

六
月
一
八
日
・
一
九
日

青
森

﹇
ホ
テ
ル
青
森
﹈

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会

平
成
二
八
年

八
月
二
〇
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
八
年
一
一
月
一
二
日

兵
庫
県
﹇
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
本
館
﹈

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
研
修
会

平
成
二
八
年
一
二
月
三
日
・
四
日

京
都

嵯
峨
嵐
山

支
部
長
会
議

平
成
二
八
年

五
月
二
九
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
九
年

二
月

七
日

「
守
る
会
」
本
部

ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
八
年

九
月
一
一
日

「
守
る
会
」
本
部

新
任
支
部
長
等
研
修

平
成
二
九
年

二
月

四
日

「
守
る
会
」
本
部

運
動
推
進
委
員
会

平
成
二
八
年

四
月
一
〇
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
八
年

九
月
一
一
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
九
年

一
月
一
五
日

「
守
る
会
」
本
部

前
の
ペ
ー
ジ
の
続
き
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 収　　　入　　　の　　　部 支　　　出　　　の　　　部

　　    　科　　　　　　目 金　　   額 摘　　　要 　   　　科　　　　　　目  金　　　額 摘　　　要

41会　費　収　入 885,400 31事　務　費　支　出 536,347

　01正会員会費収入 813,400 　01職員俸給 0

　02協力会員会費収入 72,000 　02職員諸手当 0

42寄付金収入 526,696 　03賃　　　金 0

　01寄付金収入 526,696 　04法定福利費 0

43事　業　収　入 1,161,706 　05旅　　　費 10,301

　01バザー収入 11,000 　06消耗品費 31,320

　02その他の事業収入 1,150,706 　07器具什器費

44補助金収入 0 　08印刷製本費 27,327

0 　09賃　借　料 360,000

　02公益事業補助金収入 0 　10会　議　費 3,456

45本部助成金収入 0 　11修　繕　費 0

　01本部助成金収入 0 　12通信運搬費 82,539

46雑　　収　　入 5 　13手　数　料 11,404

　01雑　　収　　入 5 　14雑　　　費 10,000

47設備資金借入金収入 0

　01設備資金借入金収入 0 32事　業　費　支　出 1,473,584

48引当金戻入 0 　01研修会開催費 90,000

　01修繕引当金戻入 0 　02レクリェーション活動費 1,189,039

　02備品等購入引当金戻入 0 　03分会活動費 0

　03人件費引当金戻入

２０１６年度（平成２８年度）　収支決算報告書

      　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自2016.4.1至2017.3.31

0 　04調査啓発事業費 126,600

49積立金戻入 0 　05機関紙出版費 67,945

　01建設積立金戻入 0 　06その他の事業費

　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 468,200

　01本部会費 468,200

34近畿ブロック会費 31,600

　01近畿ブロック会費 31,600

35雑　支　出 44,236

　01慶　弔　費 39,376

　02雑　支　出 4,860

36積立金繰入 0

　01建設積立金繰入 0

　02その他の積立金繰入 0

37引当金繰入 0

　01修繕引当金繰入 0

　02備品等購入引当金繰入 0

　03人件費引当金繰入 0

　　当　期　収　入　額　計 2,573,807 　　当　期　支　出　額　計 2,553,967

　　　　　前期繰越金 603,802 　　　　　当期繰越金 623,642

　　　収　　入　　合　　計 3,177,609 　　　支　　出　　合　　計 3,177,609

大阪ゆとりライオンズクラ

ブ様他

参加費、備品貸出料等

一泊旅行、クリスマス会等

機関誌印刷費、発送費用

等

会議等参加旅費他

事務用品

事務所使用料等

郵送、電話料金等

銀行、通便振替分等

利息収入等

セミナー他

両親の集い等

　01地方公共団体補助金収入
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基
本
方
針

重
度
の
障
害
を
持
っ
て
い
て
も
一
人
の
人
間
と
し
て
の
人
格

と
個
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
重
症
心
身
障
害
児
・

者
が
、
当
た
り
前
の
人
と
し
て
、
当
た
り
前
の
生
活
を
続
け
ら

れ
る
こ
と
を
支
え
て
い
く
。

活
動
方
針

昨
年
度
に
お
い
て
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
見
直
し
を
踏

ま
え
て
、
重
度
の
障
害
が
あ
る
方
の
地
域
生
活
支
援
の
た
め
の

施
策
が
盛
り
込
ま
れ
、
各
地
域
に
お
い
て
も
検
討
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

重
症
児
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
様
々
な
面
に
お
い
て
整
っ
て

き
た
か
に
思
え
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
や
は
り
、
親
亡
き
後
が
安

心
で
き
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
特
に
重
度
の
知
的
障
害

を
併
せ
も
つ
方
に
と
っ
て
の
支
援
は
、
本
人
の
生
き
方
の
支
援

を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
が
重
要
で
あ
り
、
難
し
い
課
題
で
も

あ
り
ま
す
。
重
度
の
障
害
が
あ
る
が
故
に
「
与
え
ら
れ
た
も
の

の
中
で
生
き
る
」
と
い
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

余
り
に
も
配
慮
に
か
け
た
社
会
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

弱
い
者
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
社
会
の
一
員
と
し

て
大
切
に
さ
れ
る
社
会
で
あ
っ
て
こ
そ
、
い
ず
れ
誰
も
が
弱
者

に
な
る
日
に
お
い
て
も
大
切
に
さ
れ
る
社
会
で
あ
り
、
私
た
ち

が
守
り
続
け
る
べ
き
社
会
（
国
）
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

本
年
度
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
多
く
の
課
題
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
後
見
制
度
や
実
態
調
査
等
を

含
め
た
権
利
擁
護
の
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
会
員
等
に
対
す
る
直
接
的
な
支
援
と
し
て
相
談
支
援

事
業
等
の
実
施
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
本
会
の
会
員
の
み
な
ら
ず
多
く
の
関
係
者

の
方
々
と
の
連
携
並
び
に
会
員
相
互
の
尚
一
層
の
結
束
を
図
り

な
が
ら
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

事
業
計
画

１
．
会
員
拡
大
の
た
め
の
事
業

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

（
再
構
築
、
協
力
団
体
と
の
連
携
等
）

＊
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
会
員
に
む
け
た
勉
強
会
の
開
催

２
．
講
演
会
・
研
修
会

＊
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

平
成
二
九
年
一
一
月
（
未
定
）

会
場
：
未
定

講
師
：
未
定

＊
「
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
テ
ー
ジ
Ⅳ
」
協
力

会
場
：
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪

タ
ワ
ー
Ｃ
：
北
館
８
階

平
成
二
九
年
六
月
一
一
日
（
日
）

＊
実
行
委
員
会
形
式
に
よ
る
開
催

・
基
調
講
演

『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
地
域
医
療
サ
ポ
ー
ト
に

つ
い
て
』

講
師
：
エ
ー
ミ
ル
・
オ
ス
ト
バ
リ

氏

（
Ｅ
ｍ
ｉ
ｌ

:

Ｏ
ｓ
ｔ
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
）

Ｓ
Ｑ
Ｃ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
・
ケ
ア
）

教
育
責
任
者

・
講

演

『
平
成
二
九
年
度
大
阪
府
重
症
心
身
障
が
い
児
者
地
域

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
つ
い
て
』

講
師
：
廣
川

宏

氏
（
大
阪
府
福
祉
部

障
が
い

福
祉
室

地
域
生
活
支
援
課

地
域
サ
ー
ビ
ス
支
援

グ
ル
ー
プ

課
長
補
佐
）

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

『
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に
』

〜

暮
ら
し
を
支
え
る
医
療
と
命
を
守
れ
る
福
祉

〜

３
．
会
員
相
互
に
よ
る
勉
強
会
等

施
設
見
学

平
成
二
九
年
一
〇
月
（
場
所
：
未
定
）

４
．
交
流
事
業

＊
一
泊
旅
行

場
所
・
日
程
：
未
定

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

平
成
二
九
年
一
二
月

会
場
：
未
定

５
．
啓
発
事
業

＊
大
阪
府
及
び
各
市
町
村
と
の
懇
談
等

＊
Ｏ
Ｄ
Ｆ
・
Ｓ
Ｄ
Ｆ
参
加

＊
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
連
絡
協
議
会
へ
の
参
加

＊
「
地
域
に
広
が
れ
！
医
療
的
ケ
ア
」
連
絡
会
協
力

＊
「
重
症
心
身
障
が
い
児
者
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
」

参
加

＊
「
重
症
児
者
の
拠
点
作
り
の
会
」
（
北
摂
）
協
力

＊
「
大
阪
き
ょ
う
だ
い
の
会
」
例
会
、
セ
ミ
ナ
ー
周
知
協
力

６
．
広
報
活
動
事
業

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
の
発
刊
（
年
４
回
予
定
）

＊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

月
別
活
動
計
画

平
成
二
九
年
四
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
四
日)

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

(

三
〇
日)

五
月

＊
運
営
委
員
会

(

一
二
日)

六
月

＊
運
営
委
員
会

(

二
日)

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
医
療
と
福
祉
の
連
携
強
化
の
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ス
テ
ー
ジ
Ⅳ

協
力

(

一
一
日)

＊
第
二
四
回
定
期
総
会
、

交
流
会
・
意
見
交
換
会

(

一
三
日)

七
月

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

＊
運
営
委
員
会

八
月

＊
運
営
委
員
会

＊
会
組
織
に
関
す
る
検
討
会

九
月

＊
運
営
委
員
会

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

平
成
二
九
年
度
事
業
計
画

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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　　　収　　　入　　　の　　　部 　　支　　　出　　　の　　　部

科　　　　　　目 金　　額 科 　　　　　目 金　　額

41会　費　収　入 1,100,000 31事　務　費　支　出 750,000

　01正会員会費収入 1,000,000 01職員俸給 0

　02協力会員会費収入 100,000 02職員諸手当

42寄付金収入 800,000 03賃 　　金 0

　01寄付金収入 800,000 04法定福利費

43事　業　収　入 1,100,000 05旅 　　費 50,000

　01バザー収入 0 06消 耗 品 費 50,000

　02その他の事業収入 1,100,000 07器具什器費 50,000

44補助金収入 0 08印刷製本費 50,000

　01地方公共団体補助金収入 0 09賃 借 料 360,000

　02公益事業補助金収入 0 10会 議 費 50,000

45本部助成金収入 0 11修 繕 費

　01本部助成金収入       0 12通信運搬費 100,000

46雑　　収　　入 0 13手 数 料 30,000

　01雑　　収　　入 0 14雑 　　 費 10,000

47設備資金借入金収入 0

　01設備資金借入金収入 0 32事 業 費 支　出 1,510,000

48引当金戻入 0 01研修会開催費 200,000

　01修繕引当金戻入 02レクリェーション活動費  1,000,000

　02備品等購入引当金戻入 0 03分会活動費 30,000

　03人件費引当金戻入 0 04

２０１７年度（平成２９年度）　収支予算書

調査啓発事業費 150,000

49積立金戻入 0 05機関紙出版費 100,000

　01建設積立金戻入 0 06その他の事業費        30,000

　02その他の積立金戻入 0

33本部会費 680,000

01本部会費 680,000

34近畿ブロック会費 40,000

01近畿ブロック会費 40,000

35雑 支 出 20,000

01慶 弔 費 20,000

02雑 支 出 0

36積立金繰入

01建設積立金繰入 0

02その他の積立金繰入 0

37引当金繰入 0

01修繕引当金繰入 0

02備品等購入引当金繰入 0

03人件費引当金繰入 0

　　当　期　収　入　額　計 3,000,000 　当 期 支　出　額　計 3,000,000

　　　　　前期繰越金 623,642 　　　　当期繰越金 623,642

　　　収　　入　　合　　計 3,623,642 　　支 　出 　合　　計 3,623,642

一
〇
月＊

運
営
委
員
会

＊
施
設
見
学

＊
一
泊
旅
行

一
一
月＊

運
営
委
員
会

＊
支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

一
二
月＊

運
営
委
員
会

＊
正
・
副
会
長
会
議

＊
ク
リ
ス
マ
ス
会

平
成
三
〇
年
一
月

＊
運
営
委
員
会

＊
会
組
織
に
関
す
る
検
討
会

＊
機
関
紙
「
支
え
る
」
発
行

二
月

＊
運
営
委
員
会

三
月

＊
運
営
委
員
会

＊
会
組
織
に
関
す
る
検
討
会

守
る
会
関
係

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
会

平
成
二
九
年

四
月

八
日

﹇
京
都

嵯
峨
嵐
山
﹈

平
成
二
九
年

七
月

一
日

﹇
京
都

嵯
峨
嵐
山
﹈

平
成
二
九
年
一
〇
月

七
日

﹇
京
都

嵯
峨
嵐
山
﹈

平
成
二
九
年
一
二
月

九
日

﹇
京
都

嵯
峨
嵐
山
﹈

平
成
三
〇
年

二
月
一
〇
日

﹇
京
都

嵯
峨
嵐
山
﹈

全
国
大
会

平
成
二
九
年

六
月

一
〇
日
・
一
一
日

﹇
石
川
県
﹈

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会

平
成
二
九
年

八
月
二
〇
日

﹇
京
都

嵯
峨
嵐
山
﹈

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

平
成
二
九
年
一
一
月

四
日

﹇
大
阪

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
﹈

支
部
長
会
議

平
成
二
九
年

六
月
一
八
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
九
年
一
一
月
一
九
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
三
〇
年

二
月

四
日

「
守
る
会
」
本
部

運
動
推
進
委
員
会

平
成
二
九
年

四
月

九
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
二
九
年

九
月
一
〇
日

「
守
る
会
」
本
部

平
成
三
〇
年

一
月
一
四
日

「
守
る
会
」
本
部

ブ
ロ
ッ
ク
専
門
部
会
長
会
議

平
成
二
九
年

九
月
一
〇
日

「
守
る
会
」
本
部

新
任
支
部
長
等
研
修

平
成
三
〇
年

二
月

三
日

「
守
る
会
」
本
部

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
役
員
研
修
会

平
成
二
九
年
一
二
月
一
〇
日

﹇
京
都

嵯
峨
嵐
山
﹈

前
の
ペ
ー
ジ
の
続
き
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第５４回 重症心身障害児（者）を守る全国大会 参加報告

第54回重症心身障害児（者）を守る全国大会

が2017年6月10日（土）～11日（日）の二日間、

石川県金沢市で、1,000名規模で開催され、

支える会から7名が参加しました。一日目に

《行政説明》と《分科会》《懇親会》、二日目

に《みんなで話そう》と《式典》がありました。

《式典》には地元の石川県知事、金沢市長も登

壇され開催地での重症心身障害児（者）に対す

る取り組みについても紹介されました。

●《行政説明》では【障害保健福祉施策の動向】

と題して、厚生労働省 障害保健福祉部障害

福祉課 障害児・発達障害者支援室 室長補佐の上井正純氏から講演がありました。その中から、次

の項目に絞って紹介します。

１．児者一貫体制の維持・・・医療型障害児入所施設及び指定発達支援医療機関については、入所

者の年齢や状態に応じた適切な日中活動を提供していくことを前提に、医療型入所施設と療養介護の

両方の指定を同時に受ける、現行のみなし規定を恒久化する。

２．重度訪問介護の訪問先の拡大・・・最重度の障害者（支援区分６を対象とする予定）であって

重度訪問介護を利用している者に対し、入院中の医療機関においても、利用者の状態などを熟知して

いるヘルパーを引き続き利用しそのニーズを的確に医療従事者に伝達する等の支援を行なうことがで

きることとする。

３．高齢障害者の介護保険サービスの円滑な利用・・・65歳に至るまで相当の長期間にわたり障害

福祉サービスを利用していた一定の高齢障害者に対し、介護保険サービスの利用負担が軽減されるよ

う障害福祉制度により利用者負担を軽減（償還）する仕組みを設け、障害福祉サービス事業所が介護

保険事業所になりやすくする等の見直しを行い、介護保険サービスの円滑な利用を促進する。

４．放課後等デイサービスの見直し・・・総費用額は1,446億円で障害児支援全体の64.9％を占め

ている。適切なサービスの確保と質の向上を図るために、障害児支援等の経験者の配置、ガイドライ

ンの遵守および自己評価結果公表の義務付け等、指定基準等の見直しを行なう。

※『両親の集い』第711号に【全国大会資料】の詳細が掲載されていますので是非ご覧ください。

●私は第２分科会（重症児施設部会）に参加しました。【重症心身障害児者の入所支援の在り方

～ 年齢・状態に応じた支援 ～】がテーマです。パネリストとして登壇されたのは《行政説明》に

引き続き厚生労働省の上井正純氏、そして旭川荘理事長の末光茂氏でした。上井氏は《行政説明》

を補足する内容の話をされました。末光氏は【当面の課題】として５つの項目をあげられました。

１．「児者一貫」下での成人期にふさわしい日中活動

２．高齢化対策とターミナルケア（看取りのあり方）

３．グループホームケアへの移行の条件整備（医療的バックアップの可能な敷地内の特例も）

４．在宅を続けたあと（親亡きあと）と、グループホームケア後の入所支援

５．「成年後見人」の整備

●二日目の《みんなで話そう》では会場から次のような発言がありました。

１．会員拡大について

★「孤立する親に手を差し伸べる活動を。障害者一人一人に〝ケアマネ〟を付ける運動を。その

中で入会のきっかけも生まれるのでは」

次の頁につづく

★「このような大会の場に参加してもらい、若い人たちに守る会のことを知ってもらう。Ｑ＆Ａ

パンフ等を活用して守る会のことをもっと語っていく」

★「自分の子どものショートステイの場で出会った親たちに声かけをしている。高い会費を払わ

なくても現状に安心している親が多い。今は対話のない時代だと思うが、対話できる力を身に

つけていきたい」

★「医療センターで知り合った母親たちとサークルをつくり情報交換をしている。〝親亡き後〟

のこと等、独りではできない。他のサークルの人たちに声かけをしながらつながることが

必要だ」

★「在宅の人にも声かけをしているが、１万円を超える会費はやはり問題を難しくしている。

大体３千円位の会費でみなさんは活動されている」

★「個人情報＝氏名、住所、電話などを施設から出してもらえない。良い方法はないか」

２．子どものこと、医療・教育について

★「在宅で子どもが大きくなり、親の高齢化、〝親亡き後〟の問題が出てくる。入所施設を減ら

すのでなく、重症者の施設を作ってほしい。母親として声をあげていかなければ」

★「きょうだい会のことを知りたい。情報提供をしてほしい」

★「入所生活と在宅（帰省）生活の組み合わせで生き生きとした日々を送っている。周囲の人た

ちに感謝している」

★「子どもの〝医療同意〟のことで悩んだが、子どもの笑顔に励まされてこの会場に来ている」

以下は個人的な感想です。

１．《みんなで話そう》の中でも出ていましたが、順番制でも良いので一人でも多く全国大会の場を

体験した方が良いと思います。「守る会の歴史に学ぶ」と言われますが「百聞は一見にしかず」

です。一人一人の会員が全国の仲間と同じ時間と空間を共有し、交流しあうことで守る会の存在

を実感できるのではないかと思います。会員が参加しやすいように何らかの条件整備が必要では

ないでしょうか。

２．参加者名簿をみると他支部では施設関係者の参加が多く見受けられました。「守る会」ではなく

「重症心身障害児（者）を守る」全国大会なのですから親だけでなく、色々な方面から支援者の

参加があるのはとても良いことだと思います。今年は11月4日に《近畿ブロック研修会》、来年

は６月３０日・７月１日に《全国大会》が大阪で開催されます。様々な事情があって難しい事な

のかもしれませんが、大阪からも施設職員をはじめ支援者の参加を望みたいと思います。

３．会場から「きょうだい会」についての情報提供を求める発言

があり、それを受けて７月２日開催の《第２回障害児者のきょ

うだいセミナー》の紹介をしました。また、大会事務局から

の案内には「ごきょうだいの方には、お互いが交流できるよ

う受付に緑色のシールをご用意しておりますのでお声かけく

ださい」とありました（良い配慮だと思います）。一歩進ん

で、「親の想い」「本人の想い」「きょうだいの想い」を大

切にした《きょうだいの交流会》が実現できたらもっと良い

なと思います。

（2017年6月20日，Ｍ.Ｍ.）

前の頁のつづき

谷本正憲石川県知事



第
３
分
科
会
（
在
宅
部
会
）
に
参
加
し
て

地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
確
立

〜
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
〜

と
題
し
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に

分
藤
賢
之
氏
（
文
部
科
学
省
特
別
支
援
教
育
課

特
別
支
援

教
育
調
査
官
）

関

秀
俊
氏
（
小
松
こ
ど
も
医
療
福
祉
セ
ン
タ
ー
長
）

長
井
浩
康
氏
（
守
る
会
法
人
事
務
局
長
）

を
お
迎
え
し
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
に
関
し
て
は
、
義
務
教
育
段
階
の
全
児
童
生
徒
数
が
減

少
傾
向
の
中
、
特
別
支
援
教
育
の
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
は
増

加
し
て
お
り
、
ま
た
医
療
的
ケ
ア
の
対
象
児
童
生
徒
も
増
加
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
お
よ
び

登
下
校
に
お
け
る
保
護
者
等
の
付
き
添
い
に
関
す
る
実
態
調
査

（
平
成
28
年
）
の
結
果
も
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
ほ
ぼ
半
数
で
登

下
校
の
付
き
添
い
、
15
％
で
学
校
生
活
と
登
下
校
の
付
き
添
い

が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
特
別
支
援
学
校
で
の
学
校
生
活
に

お
け
る
付
き
添
い
の
理
由
で
最
も
多
か
っ
た
の
が
、
看
護
師
は

常
駐
し
て
い
る
が
、
学
校
等
の
希
望
に
よ
り
保
護
者
等
が
付
き

添
い
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
人
工
呼
吸
器
を
使
用
し
て

い
る
場
合
は
看
護
師
で
は
対
応
で
き
な
い
た
め
保
護
者
の
付
き

添
い
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
文
部
科
学
省
で
は
人

工
呼
吸
器
の
管
理
に
つ
い
て
は
個
々
の
児
童
生
徒
の
状
態
に
応

じ
て
対
応
の
可
能
性
を
検
討
す
る
よ
う
通
知
を
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

ま
た
看
護
師
配
置
の
経
費
補
助
な
ど
少
し
ず
つ
体
制
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
看
護
師
不
足
か
ら
人
材
確
保
が
難
し

い
な
ど
の
問
題
も
あ
る
よ
う
で
す
。

続
い
て
関
氏
か
ら
は
石
川
県
の
重
症
心
身
障
害
医
療
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
設
立
と
題
し
石
川
県
で
の
取
り
組
み
、
事
務
局
長

長
井
氏
か
ら
は
家
庭
で
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
制
度

や
支
援
の
説
明
な
ど
、
在
宅
生
活
を
続
け
て
い
く
上
で
の
医
療
・

福
祉
・
教
育
の
連
携
に
関
し
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

障
害
者
差
別
解
消
法
が
平
成
28
年
４
月
に
施
行
さ
れ
て
１
年

以
上
が
過
ぎ
ま
す
が
、
特
に
義
務
教
育
の
場
で
は
、
健
常
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者
と
障
害
を
持
つ
子
ど
も
の
保
護
者
が
同
等

の
負
担
と
な
る
日
が
く
る
こ
と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
ま
た

学
校
卒
業
後
の
重
症
心
身
障
害
者
が
安
心
し
て
在
宅
生
活
が
続

け
て
い
け
る
よ
う
に
医
療
と
福
祉
の
連
携
が
さ
ら
に
進
ん
で
い

く
よ
う
に
、
ま
だ
ま
だ
主
た
る
介
護
者
で
あ
る
母
親
に
多
く
の

負
担
が
あ
る
現
状
を
多
く
の
か
た
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う

声
を
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
ま
し
た
。
（
Ｈ
・
Ｓ
）

既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを

賜りますようお願い申し上げます。

「支える会」事務局

〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 山村 寿子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/
メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール
や掲示板にお寄せ下さい。
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要

望

書

本
日
、
私
た
ち
は
、
第
五
十
四
回
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

を
守
る
全
国
大
会
を
こ
こ
金
沢
市
に
お
い
て
、
国
、
石
川
県

及
び
金
沢
市
、
そ
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
地
元
の
福
祉

関
係
諸
団
体
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
り
、

意
義
深
く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
の
皆
様
に

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

障
害
福
祉
を
め
ぐ
る
動
向
と
し
ま
し
て
は
、
法
施
行
後
三

年
見
直
し
規
定
を
受
け
て
、
昨
年
五
月
に
障
害
者
総
合
支
援

法
及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
法
が
成
立
し
、
平
成
三
十

年
四
月
か
ら
重
症
心
身
障
害
児
者
等
に
対
す
る
新
た
な
取
り

組
み
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
二
年
の
関
係
法
律
の
改
正
に
よ
る
旧
重

症
心
身
障
害
児
施
設
及
び
国
立
病
院
機
構
国
立
病
院
の
重
症

児
病
棟
に
適
用
さ
れ
て
い
た
特
例
措
置
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
を
も
っ
て
そ
の
期
限
と
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
重

症
心
身
障
害
児
者
の
特
性
を
考
慮
し
、
恒
久
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
今
後
と
も
児
者
一
貫
体

制
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
私
た
ち
は
心
か
ら
安
堵
し

て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
に
障
害
福
祉
施
策
が
大
き
く
展
開

し
て
い
る
中
で
、
制
度
や
障
害
児
者
を
取
り
巻
く
動
向
を
正

し
く
理
解
し
、
親
自
身
が
自
ら
の
責
任
と
義
務
を
果
た
す
と

と
も
に
、
会
の
三
原
則
に
則
り
、
重
症
心
身
障
害
児
者
の
懸

命
に
生
き
る
姿
か
ら
い
の
ち
の
大
切
さ
と
無
限
の
可
能
性
を

社
会
の
皆
様
に
伝
え
、
ご
理
解
と
共
感
を
い
た
だ
け
る
よ
う

真
摯
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
こ
に
、
第
五
十
四
回
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守

る
全
国
大
会
の
総
意
に
基
づ
き
、
次
の
こ
と
を
要
望
い
た

し
ま
す
。

一
、
旧
重
症
心
身
障
害
児
施
設
及
び
国
立
病
院
に
入
所
・
入

院
し
て
い
る
重
症
心
身
障
害
児
者
の
特
例
措
置
に
つ
い

て
は
、
恒
久
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
同
施

設
及
び
国
立
病
院
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
入
所
・
入
院

者
の
年
齢
、
状
態
に
応
じ
た
適
切
な
日
中
活
動
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
近
年
、
高
度
な
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重

症
児
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
家
族
へ
の
支
援
は
緊

急
を
要
す
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
・
都
道

府
県
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
重
症
心
身
障
害
児
者
が
地

域
に
お
い
て
必
要
な
支
援
を
円
滑
に
受
け
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、
教
育
等
関
係

機
関
に
よ
る
連
携
体
制
の
促
進
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
短
期
入
所
、
通
所
事
業
に
つ
い
て
は
、
重
症
心
身
障
害

児
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
上
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
重
要
な
施
策
で
す
。
い
の
ち
の
拠
り
所
と
な
る

入
所
施
設
に
お
い
て
は
、
専
門
機
能
を
活
か
し
た
地
域

支
援
の
拠
点
と
し
て
、
短
期
入
所
に
お
け
る
超
重
症
児

の
受
け
入
れ
の
強
化
、
通
所
支
援
、
相
談
支
援
等
の
機

能
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
、
重
症
心
身
障
害
児
者
を
対
象
と
し
た
児
童
発
達
支
援
事

業
な
ら
び
に
生
活
介
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
身
近
な
地

域
で
通
え
る
よ
う
実
施
個
所
数
の
更
な
る
拡
充
を
図
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
の
実
施
体
制
の

整
備
も
併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
体
調
不
良
や

医
療
機
関
へ
の
入
院
等
に
よ
り
欠
席
率
が
高
く
、
施
設

運
営
に
支
障
が
生
じ
て
い
ま
す
。
重
症
心
身
障
害
の
特

性
を
勘
案
し
た
報
酬
体
系
と
な
る
よ
う
見
直
し
を
お
願

い
し
ま
す
。

一
、
国
立
病
院
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
人
員
配
置
を
拡
充
し
、

手
厚
い
療
育
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
入
所
者
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
重
症
児
病
棟
を
有
す
る
全
て
の
国
立
病
院
に
お

い
て
通
所
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
、
学
校

に
お
い
て
医
療
ス
タ
ッ
フ
等
の
人
員
配
置
と
設
備
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校
生
活
や
送
迎
で
は
保
護
者

の
付
き
添
い
も
必
要
で
す
。
医
療
的
ケ
ア
が
あ
っ
て
も

身
近
な
地
域
で
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
教
育
環
境
の

整
備
と
地
域
格
差
の
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、
保
護
者

の
都
合
に
よ
る
こ
と
な
く
、
教
育
を
受
け
る
機
会
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
体
制
の
整
備
と
充
実
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
近
年
、
全
国
の
都
市
部
を
中
心
に
重
症
心
身
障
害
児
者

施
設
が
開
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
整
備
計
画
が

進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
い
ず
れ
の
施
設
で
も
医
師
、
看
護
師
、
福
祉

職
員
の
確
保
に
困
難
を
極
め
て
い
ま
す
。
更
な
る
人
材

確
保
及
び
人
材
育
成
の
た
め
の
施
策
の
充
実
を
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
六
月
十
一
日

第
五
十
四
回
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
全
国
大
会



第５４回 重症心身障害児(者)を守る全国大会 金沢市開催にて次期開催地である守る
会大阪支部 山村寿子会長より挨拶が行われました。

次期開催地挨拶

いただいた助成、スヌーズレン機器を用

いて重い障害のある方々のための育成活動

に使わせていただきます。

有り難うございました。

政府インターネットテレビ「天皇皇后両陛下 障害者にお心を寄せて」の配信についての紹介

5月26日から政府インターネットテレビで天皇皇后両陛下

が重症心身障害児（者）にお心を寄せておられる内容が配信

されております。

また、6月28日（水）の読売新聞には、この放送が始まっ

たことが紹介され、両陛下のお気持ちと守る会の活動の歴史

が記事になっています。

読売新聞（H29．6．28） 14版 社会 34

平成の天皇 象徴の歩み ⑫

障害者支援の輪 広げる

＜天皇皇后両陛下 障害者にお心を寄せて＞。政府インターネット

テレビで先月26日から放送が始まった番組名だ。1959年のご結婚以来、

心身障害児を受け入れている施設への訪問を始めとして、障害者に寄

り添われてきた両陛下の半世紀を約50分の映像でたどることができる。

「重症心身障害児を持つ親たちの苦労は今日からは計り知れないも

のがあったと思います」。天皇陛下が2004年6月、創立40周年を迎え

た「全国重症心身障害児（者）を守る会」の記念大会であいさつされ

る姿も番組は紹介している。

このとき、壇上で陛下のお言葉を聞いていた同会の会長、北浦雅子

さん（96）の胸には、自身の苦難の歩みが去来した。終戦の翌年に生

まれた次男は、生後7か月のときに脳炎を患い、右半身まひなどの重

い障害を抱えた。「国は当時、社会の役に立たない子に金をかける必

要はないという姿勢だった」。北浦さんはわが子を腕に抱き、「自分

が死ぬときは子供も一緒だ」と悲壮な覚悟を決めた。同じ立場の親た

ちと当時の厚生省や大蔵省を回り、政治家に働きかけ、l964年6月、

会の設立にこぎ着けた。

国民の憧れの的となった当時の皇太子ご夫妻が、重症心身障害児の

施設を訪れ、子供たちと交流される姿は、障害児の親たちの心の支え

になった。会の活動により、国立療養所に重症児の病棟が設けられ、

療育施設も拡大していった。

「この大会に、重い心身障害の人たちが親の愛に支えられて参加していることをうれしく思います」。記念大会で

陛下のお気持ちに触れ、北浦さんは長年の苦労が報われる気がした。

「障害者や高齢者、災害を受けた人々、社会や人々のために尽くしている人々に心を寄せていくことは、私どもの

大切な務め」。即位10年を迎えた1999年の記者会見で、陛下は自身の考えをそう明かされた。

宮内庁によると、両陛下がご結婚後に視察された福祉施設は、全国で延べ500か所を超える。即位後は「こどもの日」

「敬老の日」、毎年12月の「障害者週間」の前後に、関連施設を視察されてきた。子供と高齢者の施設訪問は、2015

年から皇太子、秋篠宮両ご夫妻に引き継いだが、障害者の施設訪問は、いまも続けられている。

昨年春の園遊会。招待客のひとりで、ろう者劇団を支援している女優の黒柳徹子さんが、手話の普及に一役買われ

た陛下に謝意を伝える場面があった。

両陛下は1979年、黒柳さんが米国から招いたろう者劇団「デフシアター」の公演を観劇された。これをきっかけに、

手話の表現力が注目を集め、日本でろう者劇団を設立する機運が高まった。「日本中で手話をやることが恥ずかしく

なくなり、とてもありがたかったです」という黒柳さんに、陛下は「そうでしたか」と笑顔で応えられた。

皇后さま自身も聴覚障害者と手話で会話されることがある。秋篠宮妃紀子さまや長女眞子さま、次女佳子さまも手

話を習得し、「全国高校生手話パフォーマンス甲子園」といった行事に毎年出席されている。天皇ご一家のなかにも、

ろう者支援の輪が広がっている。

＊読売新聞記事写真説明文： 全国重症心身障害児（者）を守る会創立40周年記念大会の会場で、障害者やその

親らに声をかけられる両陛下（2004年6月13日、東京都渋谷区の明治神宮会館で）

＊政府インターネットテレビ「天皇皇后両陛下 障害者にお心を寄せて」を視聴するにはホームページ検索で

「 2017／05／26／15：00 天皇皇后両陛下障害者にお心を寄せて 」を検索してください。



障害者・児の医療に関するアンケートについて

来年、２０１８年の４月から大阪府内の障害者の医療費の制度が変更されます。

大阪障害フォーラム（ＯＤＦ）は、障害を持つ方たちが、医療費をどのくらい

負担をしているのかを調べることで、大阪府や府下市町村に対して、医療費の

助成制度の拡充を求めていくことにしています。

大阪府重症心身障害児・者を支える会では、大阪障害フォーラムの実施する

アンケートに協力をさせていただくことになりました。何卒ご理解とご協力を賜

りますようお願い申し上げます。

調査対象： 支える会当事者会員（該当しない場合はお許しください）

調査方法： アンケート用紙をご自宅へ送付（返信用封筒を同封）

締 切： ８月２０日(日)

＊詳細は、大阪障害フォーラム（ＯＤＦ）ホームページ（ URL http://odf.xtr.jp/ ）

＊アンケート結果集約は９月末をめどに行い、ＯＤＦホームページ等で公表されます。

「支える会」年金相談会に参加して

日頃、年金受給のことで、いろいろ知人や友人に聞き、自分にはどう

いう年金の受給の選択が良いのか考えていました。又、書類なども送ら

れる度、「これをもって、聞きに行かねば」と思いつつも、日々の忙しさ

に追われる中、考えるだけで通りすぎて来たのが実状でした。

この度「支える会の年金等の相談会」で、社労士の伊藤諭先生に自分の

抱えている年金の相談をさせて頂き、とても親身になって書類の作成まで

ご助言を頂きました。

これをやらねばと気になっていた事が一つ解決しホッとしています。ありがとうござ

いました。 （Ｙ・Ｈ）

～ 大阪障害フォーラム
（ＯＤＦ）より～

お知
らせ

情報
提供

日々、ご本人の介護をはじめ様々な事柄についてご多忙を極められておられること

と存じますが、そうした中で年金等にかかる手続き等について、少しでもその負担を

軽減すべく、この度、社会保険労務士事務所アヴァロンの伊藤諭様よりボランティア

として申し出をいただき、定期的に相談会を開催することとなりました。

●日 時： 〔８月〕 平成２９年８月 ９日（水） ＡＭ10：30～12：00

〔９月〕 平成２９年９月１３日（水） ＡＭ10：30～12：00

〔１０月〕平成２９年１０月１１日（水）ＡＭ10：30～12：00

●場 所： ゆらっとステーション １階（面談室）

（大阪市住吉区万代東１－３－１９ Ｔ.０６－６６９６－９９７７）

●対 象： 支える会会員 ●費 用： 無料

●主 催： 大阪府重症心身障害児・者を支える会

●申 込： 大阪府重症心身障害児・者を支える会事務局

問合先 TEL： ０６－６６２４－２５５５

参加者の声

平成29年７月25日発行（毎月6回1、5、11、15、21、25日の発行）ＯＴＫ通巻第5040号 昭和51年9月7日 第三種郵便物認可

    大阪きょうだいの会 
 （大阪「障害」のある兄弟姉妹とともに歩むきょうだいの会） 
 

●大阪きょうだいの会は自助グループ（セルフヘルプ・グループ） 

「〝生きていて本当に良かった〟ときょうだいと障害者がともに言える社会を創 

ろう」といっても、なかなか簡単ではありません。解決しようのない問題も実際 

には起きてきます。厳しい日々の暮らしの中で追い込まれ、「自分を大切にしたい」 

「人間らしく生きたい」という気持ちが萎えてくるときもあります。 

「自己肯定感」が極度に傷つけられると、私たちは問題を独りで抱え込み、社会 

から孤立してしまいます。そして必要な時に「助けて」とSOSを出せなくなり、 

悲惨な結末を迎えてしまうこともあります。 

自助グループの究極の目的は、どんな状況の中でも「自分を大切にして生きる」 

「死なない」「生き延びる」というところにあると考えています。 

 

●例会（きょうだいカフェ） 

障害児者の＜きょうだい＞としての自分の生きづらさの体験や気持ちを語れる場（吐き出す、解放する）、分かちあえる場（体

験、気持ち、情報）を創りたい・・・という思いで例会（きょうだいカフェ）を開催しています。 

例会は＜きょうだい＞の「語りと傾聴」の場です。「同じ体験をした人でないと、絶対に私の気持ちは分からない」といわれま

す。ですから参加対象を＜きょうだい＞に限定しています。 

私たちが大切にしていることは、「同じ境遇の仲間がいる」「みんな自分の話に真剣に耳を傾けてくれている」「きょうだい 

の混沌とした感情や思いが一方的に否定されることがない」「説教されることがない」「ここは安心できる場だ」という参加者の

実感です。 

例会では自分が抱えている問題を仲間のサポートを受けながら、自分自身で解決の道を探っていくことをめざしています。 

お互いが＜支援者―被支援者＞の対等な関係にあります。同席した先輩の姿がロールモデルになることもあります。 

  

●例会の日程 

参加者は８名前後の小さな集まりです。年齢は20代～60代と幅広く、女性が少し多いです。例会の後は、自由参加のアフ

タートーク（居酒屋での飲み会）も行なっています。よろしかったら足をお運びください。歓迎します。 

 

2017年 

★第41回例会＝9月24日（日） 

会場＝港区民センター（２階和室）。▽住所 ＝大阪市港区弁天2-1-5 、▽交通＝地下鉄中央線「弁天町」駅２Ｂ出口・ＪＲ

環状線「弁天町」駅南出口から中央大通り沿いに西へ徒歩７分、途中右側に港消防署あり。 

★第42回例会＝11月26日（日） 

会場＝カタリーナホール玉造（２階和室）。▽住所＝大阪市天王寺区元町３－１、▽交通＝JR環状線・地下鉄長堀鶴見緑地線

「玉造」駅前、徒歩４分。 

 

201８年 

★第43回例会＝1月28日（日） 

会場＝サンスクエア堺（予定）。▽住所＝堺市堺区田出井町２－１、▽交通＝JR阪和線「堺市」駅前、徒歩４分。 

★第44回例会＝3月28日（日） 

会場＝大阪手をつなぐ育成会。▽大阪市東成区玉津２－１１－２８、▽交通＝JR 環状線・地下鉄千日前線・近鉄奈良線大阪

線「鶴橋」駅から徒歩１０分。 

 

※いずれも13：15開場、13：30～16：30。内容＝みんなで語ろう、情報交換など。対象＝概ね１８歳以上の「障害児者

の兄弟姉妹」。参加費＝1,000円（会場費・資料代・通信費など）。申込み＝不要、当日会場へ。 

 

【問合せ】大阪きょうだいの会世話人会事務局 090－2384－9368（溝上）

ひとりだけで苦しむのはよそう 

ひとりだけでボソボソ言うのはよそう 

なぜならそれは皆の苦しみだから 

〝生きていて本当に良かった〟と 

きょうだいと障害者が 

ともに言える社会を創ろう！！ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

全国きょうだいの会発足時の 

呼びかけ文（1963.4） 


